
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８月２６日（水）、『さらべつほーぷ』の三

浦さんを講師にお招きし、「伝えたいことを

上手に伝えるコミュニケーション」の授業を

行っていただきました。生徒たちは個人ワー

ク・ペアワーク・グループワークなど様々な

形態での活動を通して、考えたり意見を交流

し、相手も自分も尊重した言葉の選び方や相 
手と自分の双方を大切 
にしながら、自分の気 
持ちを上手に伝えるた 
めの言葉かけについて 
学ぶことができました。 
　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

８月２８日（金）、更別小学校と上更別小

学校の３年生が、上更別在住の家常直輝さ

んから、酪農家の一年間と一日の仕事のお

話しを聞かせていただきました。１年３６

５日間、牛の世話をしなければならないた

め、休む時の対応や牛の出産の大変さ等の

話がなされました。児童たちは仕事内容だ

けでなく、牛の生 

態にも興味がわい 

たようで、終了の 

チャイムが鳴って 

も挙手する児童が 

後をたちませんで 

した。 

 

 

 

 

６月２４日、中央中１年生に向けて授業し

てくださった JA さらべつの横田康平さん

からメッセージを７月中旬にいただいてお

りましたので、紹介させていただきます。 

 

 

 

 

さらべつほーぷ 

２０１２年に更別村の医師や保健師が
「健全な自尊心を育んでもらい、社会を
生き抜く力を育てたい」との思いから設
立されました。毎年、小学５年生以上の
児童・生徒たちに授業をしてくださって
います。また、過去にはＰＴＡ研修会や
保護者向け研修会の講師もされました。

さらべつほ

ーぷメンバ

ーによる寸

劇でのリア

ルな会話に

生徒は大注

目！

中央中学校１年生の皆さんへ 

　先日の授業では、不慣れな授業にも関わらず

皆さんが積極的に質問してくれたり、周りの人と

楽しそうにクイズの答えを考えてくれたおかげで、

私も一生懸命授業を行うことができました。 

　話を聞く時間、周りと話し合いする時間のメリ

ハリがしっかりできており、教室の雰囲気がとても

よく素敵なクラスだなと感心しました。 

　授業内容では、親御さんが農業を営んでいる

お子さんが多く、農業が身近にあることから皆さ

んの中で小麦のイメージが膨らみやすくスムーズ

に授業を行うことができました。 

　小麦が徐々に色づいてきており収穫の季節

がやってきました。農家さんが多くの時間と愛情

をかけて育てられた小麦がどのように収穫され、

皆さんの元まで届くのか、農業地帯である更別

で暮らしている皆さんには、是非、目で見て、疑

問に思ったことは調べて、今後の学習に活かし

てもらえると嬉しいです。


